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	友達はライバル
	光村
	

	主題名
	友と高めあう
	内容項目
	２-(３)友情、信頼 
	指導時期
	1月２２日

	ねらい
	友達が互いに同等の立場の上に成り立つものであることを理解し、互いを補い合い高めあう友情をはぐくんでいこうとする態度を育てる。

	学 習 活 動
	導 入
	○友達をライバルと思ったことがありますか。また、親しい友達に対してねたんだり憎らしいと思ったりしたことがありますか。
　・個人技のスポーツでは友達もライバルだ。　・いつも勝っていた競技で負けた時。

	
	
	資料を読む
僕と康夫の人間関係について簡単にとらえさせる。

	
	展 開
	· 康夫だけがレギュラーに選ばれた時、二人はどんな気持ちだったでしょう。
　・「ぼく」＝選ばれなかった自分がみじめだった。

· 　　康夫＝自分だけが選ばれたことを申し訳ないと思った。

○康夫はどんな思いで「純がいなかったら、レギュラーにもなれなかった」と行ったのでしょう。

　　　・純と一緒に練習をしてきたことで実力がついたと思っている。

　　　・退部しないで、また一緒に練習しよう。

◎「ぼく」は康夫の言葉によって、どんなことに「はっと気がついたのでしょう」
　　・康夫が自分を支えていてくれただけでなく、自分も康夫を支えていたこと。
（「だから、チームの・・・誇らしかった」といえるんだね。）
＊一方的でないお互いさまの世界

	
	終 末
	· こういう支え方ってどう思う？
心のノートＰ４８「思いやり」って…なんだろう？



　　　


　　　友達はライバル





　











　








　　　　　　　　　　　　　





　妬ましい





　　　





　　





　・康夫が自分を支えていただけでなく


自分も康夫を支えていたんだ











康夫


　・おとなしい


　・バスケットが好き
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チームの立役者になった康夫の陰に


自分がいるようで誇らしかった。





はっと気がつく





「ぼく」


　・主導権


　・レギュラーになりたい





背が伸びる


　　↓


シュートが決まる
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